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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月25日に提出した第65期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に誤

りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものです。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（連結損益計算書関係）

（企業結合等関係）

２　財務諸表等

(1）財務諸表

注記事項

（損益計算書関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿線で示しております。

 

第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結損益計算書関係）

　　（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成19年11月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

＊１　　　　　　　 ──────

（中略）

＊１　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後

の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

 
　

 

 179百万円

　

 （中略）

 

　　（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成19年11月１日
至　平成20年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

＊１　　　　　　　 ──────

（中略）

＊１　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後

の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

 
　

 

 △9百万円

　

 （中略）
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（企業結合等関係）

　　（訂正前）

Ⅰ　前連結会計年度（自　平成19年11月１日　至　平成20年３月31日）

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

１．共通支配下の取引等

　当社は、平成20年10月１日をもって、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックと合併しました。

(1）結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後の企業の名称な

らびに取引の目的を含む取引の概要

①　結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：株式会社ベリテ、株式会社ジュエリーシノン、株式会社ソバック

事業の内容：株式会社ベリテ　宝飾品の小売販売

：株式会社ジュエリーシノン　宝飾品の小売販売

：株式会社ソバック　物流サービスの提供及び地金買取り

②　企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併

③　結合後企業の名称

株式会社ベリテ

④　取引の目的を含む取引の概要

　株式会社ジュエリーシノンについては当社商品の小売販売を行い、株式会社ソバックについては当社グルー

プ物流業務を委託しておりましたが、吸収合併により、その業務を当社に集中することで、当社グループ全体の

経営資源の効率運用に資するものであります。

　なお、吸収合併により株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックは解散しております。

(2）実施した会計処理の概要

　本吸収合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成19年11月15日公表分）に基づ

き、共通支配下の取引として会計処理を行っております。

　なお、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックより受入れた資産及び負債は、合併期日の前日に付され

た適正な帳簿価額により計上しております。

　また、連結計算書類においては、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックは当社の連結子会社であった

ことから、この合併は企業集団の状況に影響はありません。
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　　（訂正後）

Ⅰ　前連結会計年度（自　平成19年11月１日　至　平成20年３月31日）

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当連結会計年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

１．共通支配下の取引等

　当社は、平成20年10月１日をもって、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックと合併しました。

(1）結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後の企業の名称な

らびに取引の目的を含む取引の概要

①　結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：株式会社ベリテ、株式会社ジュエリーシノン、株式会社ソバック

事業の内容：株式会社ベリテ　宝飾品の小売販売

：株式会社ジュエリーシノン　宝飾品の小売販売

：株式会社ソバック　物流サービスの提供及び地金買取り

②　企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併

③　結合後企業の名称

株式会社ベリテ

④　取引の目的を含む取引の概要

　株式会社ジュエリーシノンについては当社商品の小売販売を行い、株式会社ソバックについては当社グルー

プ物流業務を委託しておりましたが、吸収合併により、その業務を当社に集中することで、当社グループ全体の

経営資源の効率運用に資するものであります。

　なお、吸収合併により株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックは解散しております。

(2）実施した会計処理の概要

　本吸収合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成19年11月15日公表分）に基づ

き、共通支配下の取引として会計処理を行っております。

　なお、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックより受入れた資産及び負債は、合併期日の前日に付され

た適正な帳簿価額により計上しております。

　また、連結財務諸表においては、株式会社ジュエリーシノン及び株式会社ソバックは当社の連結子会社であった

ことから、この合併は企業集団の状況に影響はありません。
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（損益計算書関係）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成19年11月１日
至　平成20年３月31日）

当事業年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

（中略） （中略）

＊３　　　　　　　 ────── ＊３　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後

の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

 
　

 

 179百万円

　

（中略） （中略）

 

　　（訂正後）

前事業年度
（自　平成19年11月１日
至　平成20年３月31日）

当事業年度
（自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日）

（中略） （中略）

＊３　　　　　　　 ────── ＊３　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後

の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

 
　

 

 △9百万円

　

（中略） （中略）
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